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1. 策定の趣旨 

 

総合計画は、まちの将来像を描き、行政の基本指針として様々な施策や事業

を総合的・計画的に進めるためのものです。 

本市では、昭和４５年に最初の総合計画となる「広島町総合開発計画」を策

定してから、第４次にあたる「北広島市総合計画」を平成１２年度に策定し、

今日まで総合計画に基づいたまちづくりを進め、人口１万人未満のまちから６

万人を超える都市へと発展してきました。 

 現在の我が国の社会経済情勢は、現総合計画策定時と比べ少子高齢化社会の

進行や人口減少時代の到来、経済環境の変化、地球規模の環境問題、地方分権

改革の推進などにより大きく変化しており、地方自治体の行財政運営を取巻く

環境も一層厳しい状況にあります。 

一つの地方自治体が持続的に発展していくためには、その地域の特性や市民

の活力を生かした独自の取組み、創意工夫、また広域的な連携などが必要にな

ります。 

次期総合計画は、こうした考えに立ち、時代の潮流や社会情勢を的確に捉え、

市民とともに次の時代を展望しながら、将来のまちづくりの指針を策定するも

のです。 

 

 

2. 策定の考え方 

 

（1） 現計画の達成状況の把握 

今後のまちづくりにおける施策検討のため、「北広島市総合計画」（きた

ひろしま２１創造プラン）の達成状況などを把握し計画を策定します。 

（2） 開かれた計画づくり（市民参加） 

計画策定経過の透明性を確保し、幅広く市民のみなさんの意見を聞きな

がら計画を策定します。 

（3） 柔軟に対応できる計画 

変化する社会経済情勢に対応しながら進めていくことが重要になること

から、こうした変化などに柔軟に対応できる計画を策定します。 

（4） 分かりやすい計画 

施策の目標値などを示すことにより、市民に分かりやすく、評価に活用

しやすい計画を策定します。 
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3. 計画の構成と期間 

 

 次期総合計画は「基本構想」、「基本計画」、「推進計画」で構成し、それぞれ

の計画で示す項目や計画の期間は以下のとおりとします。 

 

（1） 「基本構想」 

市の将来像とそれを実現するための施策の大綱を明らかにし、総合的か

つ計画的な行政運営の指針とするものです。将来像の目標年次を平成３２

年度とします。 

（2） 「基本計画」 

基本構想における施策の大綱に基づき、市の将来像を実現するため、分

野ごとに取組みの方向を明らかにします。計画期間は平成２３年度から平

成３２年度までの１０か年としますが、社会経済情勢の変化などを踏まえ

必要に応じ中間年度で見直しを行うこととします。 

（3） 「推進計画」 

   基本構想、基本計画に基づき、目標達成に向けた具体的な施策や事業を

計画的に推進するため、推進計画を策定します。 

 

4. 計画の策定手法と体制 

 

計画の策定にあたっては新たに庁内組織を設置し、現総合計画の達成状況や

今後に残された課題等を整理するとともに、委託により市民意識調査や社会経

済環境などの基礎的調査を実施します。また幅広い市民参加により計画を策定

していきます。 

 

（1） 庁内組織 

① 総合計画策定会議 

総合計画の策定及び調整に関し円滑な推進を図るため、長期総合計画策

定会議規程に基づき設置します。 

□役 割：総合計画素案・原案の審議及び決定 

  □委員長：副市長 

□委 員：部長職１２名 

 

② 各部検討プロジェクトチーム 

各部所管事項に係る現況と課題、今後の方針、具体的な施策・事業等を

検討するため、部内に設置します。 

□役 割：総合計画素案・原案の検討・策定 

 □部会長：部長職 

□部 員：課長職・主査職等 
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（2） 市民参加 

① 長期総合計画審議会 

長期総合計画審議会条例に基づき「総合計画審議会」を設置し、総合計

画に関して諮問し審議していただきます。 

□設置年度：平成２１年～２２年度 

  □委 員 数：３０名以内 

□委員構成：学識経験者、団体代表、地区代表、公募委員など 

  □部会構成：必要に応じ専門部会を設置 

 

② 市民意識調査 

市民が市の現状に対しどのように感じ、評価しているかを把握し、計画

策定の基礎資料とします。 

□実施時期：平成２０年８月～１０月 

□調査地域：北広島市全域 

  □調査対象：市内在住の１８歳以上の男女 

□対象者数：３，０００人 

 

③ 市民アイデア・提言募集 

市民からのまちづくりに対する意見、提言、アイデアなどを募集し、計

画策定に反映します。 

□実施時期：平成２０年８月～１０月 

□手  法：返信ハガキ付きパンフレットを公共施設に設置 

 

④ 各種団体意識調査 

市内のボランティア団体、NPO 法人、企業等に対し、まちの現状や課題、

団体の取組み意向、行政との役割分担などを把握し、計画策定に反映しま

す。 

□実施時期：平成２０年８月～１０月 

□調査地域：北広島市全域 

  □調査対象：市内にある団体・企業等 

□対 象 数：１００団体 

 

⑤ まちづくり講演会 

市民の活発な計画づくりへの意識を高めることを目的に、総合計画の素

案に基づく講演会を開催します。 

□実施時期：平成２１年９月～ 

□開催場所：市内２地区 
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⑥ パブリックコメント 

総合計画の素案・原案及び推進計画を公表し、広く市民の意見を求め、

計画策定に反映します。 

□実施時期：平成２１年９月（素案） 平成２２年４月（原案） 

        平成２２年１２月（推進計画素案） 

 

⑦ 地区説明会 

総合計画の素案を説明し、市民の意見や提案をお聞きし、計画策定に反

映します。 

□実施時期：平成２１年９月～ 

□開催場所：市内５地区 

 

 

（3） 基礎的な調査 

基礎的な調査を実施し、具体的な検討において活用しうる基礎データ、

必要資料の収集分析を実施します。 

□実施時期：平成２０年７月～１２月 

□実施内容：市民意識調査、各種団体意識調査、社会経済環境等調査、人口

構造、産業構造の推計調査等 

 

（4） 策定体制イメージ  別 紙（P5） 

 

 

5. その他 

 

（1） 策定期間が３年度に渡ることから、具体的な策定方針やスケジュールな

どは状況に応じて柔軟な対応ができるものとします。 

 

（2） 国土形成計画（国土交通省）、北海道総合開発計画（国土交通省）、新・

北海道総合計画（北海道）などの政策方向と整合性を考慮した計画とし

ます。 
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【別 紙】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審議会 市 長 議 会 

諮問 

答申 

提案（構想） 

議決（構想） 

策定体制イメージ 

総合計画策定会議 

 

総合計画素案・原案の審議

及び決定 

（構成） 

委員長／副市長 

委員／部長職１２名 

各部検討プロジェクトチーム 

   

  各分野の計画案の検討・策定 

（構成） 

    部会長／部長職 

    部 員／課長職・主査職等 

事務局（政策調整課） 

市  民 

○ 市民意識調査 

○ 市民アイデア・提言募集 

○ 各種団体意識調査 

○ まちづくり講演会 

○ パブリックコメント 

○ 地区説明会 

○ 広報等によるＰＲ 

○ その他 

関連計画 

○ 国土形成計画（国土交通省） 

○ 北海道総合開発計画（国土交

通省） 

○ 新・北海道総合計画（北海道） 

○ その他関連計画 
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年度 月 庁内作業 市民参加 議 会 

20
年
度 

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

1    

2    

3    

21
年
度 

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

1    

2    

3    

22
年
度 

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

1    

2    

3    

6．策定スケジュール 

基

礎

的

な

調

査

 

・市民意識調査 

・各種団体意識調査 

・市民ｱｲﾃﾞｱ･提言募集 

議会説明 

審議会設置 

審議会諮問 

 

・現総合計画の点

検、評価 

･庁内ﾋｱﾘﾝｸﾞ 

･現況、課題整理 

･基本的方向、主要

施策の検討 

・基本構想・基本

計画素案作成 

・策定会議設置 

・各部検討ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ設置 

策定方針決定 

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ 

素案決定 

基本構想・基

本計画原案

作成 

原案策定 

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ 

審議会答申 

推
進
計
画
の
作
成 

原案決定 

地区説明会 

まちづくり講演会 

広報 PR 

広報 PR 

広報 PR 

広報 PR 

広報 PR 

広報 PR 

推進計画決定 

推進計画素案決定 

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ 

議会提案 
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